
地区スローガン 「 ～飛び立とう！原点を心に～」  クラブ会長方針「継続は力！」 

   

 

 

 

卓話講師： 国際ロータリー第 2750 地区 青少年交換来日生 マルゴー シファー 

卓話演題： 「小さな親善大使」卓話 

荏原警察署長  隈本 英智様   我が警察人生を支えている「言葉」-なぜ、この道を選んだのか-  5月 14 日 

中学生ごろから、「純粋に人の役に立つ仕事がしたい」と思い、自衛隊、防衛大学を目指し

ていましたが、父に大反対されまして断念しました。その後、早稲田大学政治学部へ進学

しました後、大学 4 年時に警視庁採用のパンフレットを目にし警視庁を志しました。商工

会議所で 1 年間勤務の後、警視庁に入庁しました。今日は私の警察人生を振り返りつつ、

私の支えとなっている「言葉」についてお話したいと思います。 

1.    巡査・・・「警察人生」の門出 平成 9年 25 歳 

〇「人生意気に感ず」――新宿署の講堂に飾られていた書です。（魏徴 「術懐」より） 

・・・たとえ給料が 0円になってもあきらめない、辞めない覚悟で仕事にう

ちこみました。 

2. 警部補・・・プレイングマネージャーとして 平成 15 年 31 歳 

〇「六中観」――時の上司から授かった短冊にありました。 

「忙中閑あり 苦中楽あり 死中活あり 壺中天あり 意中人あり 腹中書

あり」 

〇「五省」～江田島海軍兵学校・・・「坂の上の雲」以後読み返す座右書  

→一日の仕事の終わりに振りかえる言葉 

3. 警部に向けて・・・警察人生の転換期として 平成 20 年 36 歳 

（体系変換 90kg→65kg へ 体力勝負→知恵勝負・・・マラソンから得たもの） 

〇スタートラインにつかなければ始まらない、前に進まなければゴールにたどり着かない、前に進まなけ

ればゴールに辿り着かない →人へのおもいやりの必要性も実感、人生の転換期だったと実感している。 

4. 警部 (管理職まで)・・・組織人として 平成 21年 37 歳 

〇松下幸之助著「指導者の条件」～ 一番好きな言葉は「心を遊ばせない」 

〇読売新聞・編集手帳（H26.2.17）～稲生和久氏のこと～部下への伝言 

〇仕事を通じて人を観る（＝人を育てる≠人を通じて仕事を観る） 

5. 警視（管理官）・・・管理職として 平成 29 年 45 歳 

〇「常に見極めよ！「部分最適」が「全体最適」を損なっていないか？と」 

〇「恩の順送り（Pay It Forward）」～時の上司から得たご恩の行方 

・・・「言葉」を伝えられる側から、伝える側へ・・・ 

6. 副署長・・・署長の参謀として 令和 4 年 51 歳 

～「あとは神様に祈るしかないというくらいまですべてのことをやったのか」 

〇『さだ語録』～「自分の仕事への“責任感”という“愛”がない」 

7. 署長・・・管内治安の人を預かる者として 令和 7 年 

〇 着任時の訓授～人と物を、大切に、大事にすること（警察活動の原点） 

〇 着任した職員への訓授～・良好な人間関係を構築するために仕事をする 

・自分自身（の人生）を大切にする(心身の健康) 

不寛容（イントレランス）の時代（バブル崩壊頃）から、○○な○○が○○する不寛容な時代に向けて、

警察（官）所属長（わが身）に求められることとは・・・ 

「あれを見よ 深山の桜 咲きにけり 真心尽くせ 人知らずとも」 
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あとは神様に祈るしかないとい
うくらいまで、すべてのことを
やったのか？  
 
●まず、燃やすべきは自分の心 
●心の奥底からこうありたいと
願い潜在意識にまで落とし込む 
●これと決めたら、成功するま
であきらめない。 
●判断基準は「人として何が正
しいか」 
●力で治めず、徳で治める 
●部下が情熱で燃え上がるまで
注ぎ込む。 
●「動機善なりや、私心なかり
しか」 
繰り返し自分に問う。 
●得たものは秘さずにすべて惜
しまず伝える 



◆ニコニコ（年間目標 800,000 円）◆ 

5 月 14日（水）例会    30,000 円 

中々出席できません     髙野会員 

IAC・RAC ともに活動頑張っています。

国際奉仕も進めていきます。宜しくお願

いします。         山田会員 

隈本署長をお迎えして    沖野会員 

隈本署長、本日は宜しくお願いします 

秋山会員 

次年度第 2 回理事会宜しくお願いしま

す。            小熊会員 

 

【季節の挨拶】 

勝山会員 幅田会員 町田会員 

坂田会員 泰地会員 小室会員 

百束会員 渡辺会員 白井会員 

竹内会員 松本会員 相沢会員 

井上会員 家里会員 

 

■ニコニコ集計■ 

2024-25 年度 累計金額     818,000 円 

(年間目標 800,000 円) 

◆例会出席報告◆ 

5 月 14日(水) 例会 

出席者 21 名 ビジター・ゲスト 2 名 

出席率  95.2% 前々回出席率  78.3% 

 

◆例会予定◆ 

◆6 月 4 日(水) 会員総会 

国際奉仕活動について 

 

◆6 月 11 日(水) クラブ協議会 

 

◆6 月 18 日(水) 休会 

 

◆6 月 25 日(水) 会長幹事交代式 

 

★2025-26 年度★ 

◆7 月 2 日(水) クラブ協議会 

 

◆7 月 9 日(水)  

卓話講師 秋山泰伸会員 

◆報告事項 お知らせ◆ 

2025年 5月 14日例会 会長幹事報告 

【会長報告】 

■ 京浜グループ IM について 

次週 5月 22日(木)15 時からスマイル大森にて京浜グルー

プインターシティミーティングが開催されます。お申込み

されている方々は宜しくお願い致します。 

また、移動例会のため、次週 5月 21日(水)は振替休会とな

りますのでご注意ください。 

【幹事報告】 

■ 臨時会員総会の件 

6 月 4日(水)例会内にて臨時会員総会を開催いたします。 

議事は国際奉仕活動-グローバル補助金-についてです。 

ご欠席予定の方は委任状のご提出をお願い致します。 

■ 理事会 

本日例会終了後に、撫子にて次年度理事会続けて定例理事

会を開催いたします。対象者の方々はご出席をお願い致し

ます。 

★5 月 14 日例会ビジター ゲスト 

卓話講師：荏原警察署長 隈本英智様 荏原警察署 岩野徹様 

京浜グループインターシティミーティング 

5 月 22 日(木）京浜グループ IMがスマイル大森にて開催され

ました。（第 2652 回移動例会）テーマ「『論語と算盤』とロー

タリー」、職業奉仕を深く理解する意見交換の場となりまし

た。懇親会ではロータリーバンドによる演奏なども行われま

した。参加者：小室会長 白井幹事 小熊会員 泰地会員 

宮尾会員 山元会員 

 

 

 

  

 

 

 

 

国際ロータリー第 2750 地区 東京品川中央ロータリークラブ 会長 小室たけし 幹事 白井利枝子  

設 立  1967 年 10 月 18 日 例会場 グランドプリンスホテル高輪 「桜花」水曜日 12:30～13：30 

事務局 〒108-0074 東京都港区高輪 3-13-1 グランドプリンスホテル新高輪 E-4        

TEL 03-3443-6000   FAX 03-3443-6002  http://www.shinagawachuo-rc.com/ 


